別紙様式１
能登半島震災復興まちづくりプラットフォーム有識者申込書
令和　　年　　月　　日申込
依頼する有識者と協議し承諾を得ましたので、以下の通り、まちづくりプラットフォーム有識者の申し込みを申請致します。
	公共団体名
	県　　名：
市町村名：
担当部局：
(E-Mail)：
	担当者
	氏　 名：
(TEL) ：
(FAX) ：
(E-Mail)：

	依頼する有識者
	氏名
	
	所属
	

	
	依頼期間
	　　　年　　　月　～　　　年　　　月

	対象会合区分
（該当欄に○印）
	審議会
	委員会
	研修会
	ワークショップ
	その他（具体的に記入）

	
	
	
	
	
	

	会合の具体的名称
	

	依頼する役割
（該当欄に○印）
	委員長
	委員
	講師
	進行役
	助言者
	その他（具体的に記入）

	
	
	
	
	
	
	

	有識者に依頼する
内容
（該当欄に○印）
（複数選択可）
	防災計画
	土地利用計画
	土地区画整理
	街路計画
	公園緑地計画
	交通計画政策

	
	
	
	
	
	
	

	
	景観計画
	建築・文化財
	住民参加支援
	都計行政全般
	その他（具体的に記入）

	
	
	
	
	
	

	具体的活動内容
	

	会合の開催頻度
	開催回数：　　回/年
開催時期：　　月、　　月、　　月

	オンライン参加
	オンライン参加：有・無

	支給費用
	交通費
	

	
	謝金
	














【 参考記入例 】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙様式１
能登半島震災復興まちづくりプラットフォーム有識者申込書
令和　6　年　12　月　1　日申込
依頼する有識者と協議し承諾を得ましたので、以下の通り、まちづくりプラットフォーム有識者の申し込みを申請致します。
	公共団体名
	県　　名：中部県
市町村名：中部市
担当部局：建設部都市計画課
(E-Mail)：cityplan@city.chubulg.jp
	担当者
	氏　 名：街造　素留三
(TEL) ：0561-999-9999
(FAX) ：0561-999-9998
(E-Mail)：matidukuri@ city.chubulg.jp

	依頼する有識者
	氏名
	鈴木　一郎	
	所属
	日本商業振興大学教授

	
	依頼期間
	令和　7年　1月　～　令和8　年　3月

	対象会合区分
（該当欄に○印）
	審議会
	委員会
	研修会
	ワークショップ
	その他（具体的に記入）

	
	
	
	
	〇
	

	会合の具体的名称
	中部市〇〇集落防災まちづくり住民ワークショップ

	依頼する役割
（該当欄に○印）
	委員長
	委員
	講師
	進行役
	助言者
	その他（具体的に記入）

	
	
	
	
	
	〇
	

	有識者に依頼する
内容
（該当欄に○印）
（複数選択可）
	防災計画
	土地利用計画
	土地区画整理
	街路計画
	公園緑地計画
	交通計画政策

	
	〇
	
	
	
	
	

	
	景観計画
	建築・文化財
	住民参加支援
	都計行政全般
	その他（具体的に記入）

	
	
	
	〇
	
	

	具体的活動内容
	中部市が○○集落防災計画策定にあたり実施する住民ワークショップへの指導助言をいただくとともに、〇〇集落防災計画のとりまとめをお願いしたい。

	会合の開催頻度
	開催回数：　4回/年
開催時期：３月、６月、９月、１２月

	オンライン参加
	オンライン参加：有・無

	支給費用
	交通費
	自宅または勤務地の近い方から中部市までの実費

	
	謝金
	会議時間６０分あたり１万円



